
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Copyright (C) 2019 東海大学大学院医学研究科. All Rights Reserved. 

東海大学 

 

教 員 氏 名   渡辺稔彦 

取 得 学 位   博士 （医学） 

現在の身分  小児外科学 教授 

（役職名） 

専 門 分 野   小児外科学、臓器移植、内視鏡外科 

現在の研究課題  最先端リピドミクス解析を用いたω３系脂肪乳剤の抗炎症効果に関する 

 研究、小腸移植における Notch シグナルの免疫応答制御とメカニズ  

 ムの解明 

所 属 学 会   日本外科学会、日本小児外科学会、日本内視鏡外科学会、日本移植

学会、日本静脈経腸栄養学会、日本周産期・新生児学会、日本小児血

液がん学会、日本外科代謝学会、日本小児救急医学会 

 

研究内容 

 

①最先端リピドミクス解析を用いたω３系脂肪乳剤の抗炎症効果に関する研究 

新生児・未熟児の小腸機能不全を呈する外科的疾患において、長期の静脈栄養に起因する肝機能障害の罹患

率は高くいまだ致死的な合併症である。omegaven®と SMOF lipid®などのω3 系脂肪乳剤の登場により、治療成

績は大きく向上したが、これらの IFALD の治療や予防に対する優劣や役割の分担は確立されていない。最先端リピ

ドミクス解析によりこれら脂肪乳剤の脂肪酸代謝経路で生成される脂肪酸活性代謝物のバランスを包括的かつ定

量的に捉え、抗炎症効果の分子機構のメカニズムを解明し、IFALD の魚油由来脂肪乳剤による標準的治療を検

証することを目的とした。 

 

②小腸移植における Notch シグナルの免疫応答制御とメカニズムの解明 

短腸症候群を呈し小腸機能不全に陥った患児は、肝不全が進行した場合は小腸移植が唯一の救命治療であ

る。臨床小腸移植では強力な免疫抑制療法による敗血症や拒絶反応より長期成績は伸び悩んでいる。強力な

免疫抑制療法での拒絶反応の制御は限界に達しており、これまでと違う免疫制御の新戦略が必要である。Notch

シグナル経路は発生・分化・ 増殖などさまざまな生命現象に関与する重要なシグナル経路である。臓器移植領域

では、移植周術期の短期的な Notch シグナル阻害が長期に継続する移植片保護効果を認めることや、Notch リガ

ンドである Dll1 および Dll4 が細胞性・液性免疫の両者を不活化させることなど、Notch シグナル経路はこれまでにな

い新規の拒絶反応抑制効果・免疫調節作用を示すことから、小腸虚血再灌流障害、小腸移植において従来の

治療法の弱点を克服する新規治療法として期待できる。 
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